















阪教区では次代主教選挙のため２度まで臨時教区会が開か ましたが、当選者を得られませんでした。 こで招集された日本聖公会の臨時総会で当教区主教に選出された 、当時、北関東教区におられた高野晃一司祭でした。　
生活や働きにおいて馴染みきっておられたであろう北関東教区、また、自然や歴史や文化の面で高野主教ならでは
















た。その他、 大阪教区の幾つかの教会もさまざまに被災しました。そのため、 按手式等は主教座聖堂では執行できず、プール学院（中高／大阪市生野区） 体育館で行なわれました。その日、式に臨んだ高野主教の胸には、主教座聖堂の被災現場で拾ったという古釘で組みなした十字架がかかっていました。遣わされた地における働きに対する高野主教の並々ならぬ決意を、その十字架は表わしていたの しょう。大震災に直面し 大阪教区内外における有形・無形のいわゆる復興への取り組みに始まって後８年にわ り、２００３年３月末の定年退職まで、高野主教は大阪 区主教を勤め、こ 間に、木川田主教退任のあとを受けて桃山学院長に就任し、その職責を果た ました。　
阪神・淡路大震災が惹き起こされ、時を合わせて、高野主教が来阪し、大阪教区主教や桃山学院長としての職務を


























































との気持ちの表明でもありました。教区（教会）にしろ 学校にしろ、そして 社会や国家にしろ 共同体に連なる一人ひとりの人物像や生きざまを、そして、一つひとつの出来事を、すな ちそ 共同体の、絶え間ない時の流れしての歴史を、まずはできる限りありのまま、まっすぐ見 め、分かち合う営みを続けていく必要を感じ す。死別は悲 く寂しいものですが、故人を偲ぶことは その人の属 共同体、言い換えればこ 場合、大阪教区や桃山学院、ひいては私たち 日本社会そのものを見つめ直すこと ながる だ 信じま 。　
ちなみに、その２０２３年、桃山学院は創立１３９年です。その歴史は今年、
20世紀まるごとと、前後する
19世紀
と
21世紀それぞれちょうど
16年ずつを経た、一つの節目の年を迎えています。
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北関東から大阪の地に遣わされ、大阪教区主教であり、桃山学院長を務められた高野晃一主教の魂の平安と、春代
さんをはじめとするご遺族の日々への豊かな祝福を、あらためてお祈りいたします。（拙文は、日本聖公会大阪教区連合男子会報最新第
37号に掲載された原稿を部分的に書き改めたものです。 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（日本聖公会大阪教区司祭）
　
　［略歴］一九三二年八月七日
　　
埼玉県にて生まれる
一九五八年三月
　　　　
立教大学文学部英米文学科卒業
一九六一年三月
　　
聖公会神学院卒業
　　　　　
四月
　　
教区（志木） 生センター（現・志木聖母教会）チャプレン、大宮聖愛教会副牧師
一九六二年
　　　　　　
執事按手
一九六四年
　　
司祭按手
一九六六年七月
　　　　
英国の聖オーガスティン・カレッジ卒業
　　　　　
九月
　　
日立聖アンデレ教会牧師
一九六七年三月
　　
日立二葉幼稚園長
一九七二年三月
　　
東松山聖ルカ
　　　　　
四月
　　
東松山聖ルカ教会牧師
一九七六年四月
　　
英国聖公会ダラム 区の産業伝道計画に参画
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一九七八年四月
　　　　
東松山聖ルカ教会牧師、熊谷聖パウロ教会・佐野聖公教会・毛呂山聖霊教会管理牧師
一九八〇年四月
　　
佐野聖アグネス幼稚園長
一九八三年一月
　　
毛呂山愛任幼稚園長
一九八四年四月
　　
前橋聖マッテア教会牧師
一九八五年一月
　　
新町聖公会幼稚園長
一九九五年七月
　　
日本聖公会大阪教区主教、プール学院理事
二〇〇〇年 月
　　
桃山学院学院長
二〇〇三年四月
　　
立教英国 チャプレンとして渡英
二〇一三年
　　　　　　
帰国
二〇一五年一月二 日
　
呼吸器不全のため逝去
卒業アルバム（2003）より
※桃山学院高校
高野晃一師による画
※口絵にカラーあり
